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《第 2 章》以前の研究から，SrO‒BaO‒Nb2O5‒B2O3‒ZnO 系ガラスに対して SiO2を添加することで結晶
化後の化学的耐久性を変化させることが可能であることが知られていた。特に SiO2 添加によって耐酸
性は向上し，エッチングによる重量損失は未添加組成の 1割まで減少した。結晶化ガラスから得られる






ることでそれらが Siと Oとの結合に関するスペクトルであること，スペクトルの強度は SiO2の添加量






《第 3章》酸化チタン（TiO2）は最も研究されている光触媒結晶の 1つであり，すでに P-25という市販






























成速度；µmol/h）を用いた。組成 x = 5において，エッ
チング前後の気体生成速度はそれぞれ 0.07 µmol/h，1.09 










 本研究で作製した試料の内，最も高い触媒活性を示したものは組成 x = 5で作製した NSCである。こ
の試料と一般的な光触媒材料である P-25の活性について比較した場合，気体生成速度ではそれぞれ 1.09 
µmol/h，380 µmol/hとなり P-25が高い活性を有している。しかしながら，光触媒反応が表面反応である
ことを考えると反応に寄与しない部分を多く持つ NSC 試料が不利な比較であることは明らかである。
そのため，単位面積当たりの気体生成速度を計算し比較を行った。その結果，NSC および P-25 の単位
面積当たりの気体生成速度はそれぞれ 330 µmol h‒1 m‒2，80 µmol h‒1 m‒2となり，本研究で作製した NSC
が 4 倍高い数値であることが分かった。この値は表面に存在する TiO2 の割合などより正確な計算をす
ることでさらに高い値を示すと考えられる。つまり，TiO2一分子当たりの活性では NSC に含まれる TiO2
がより高い活性を有していると推察される。この結果は結晶化ガラスによる NSC 作製が新規バルク光
触媒として有望な材料であることを示すものと言える。 
Fig. 1 各組成における SEMによる表面
観察結果（上：エッチング前，
下：エッチング後） 



























Fig. 3 炭素添加量 y による ESR シグナル
の強度変化 
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